
下関市長の部屋

市民のみなさんに
市長が伝えるコラム

希望の
風

ん
に
ち
は
。
市
長
の
前
田

晋
太
郎
で
す
。
下
関
市
で

は
昨
年
か
ら
市
の
職
員
を

市
外
か
ら
の
み
募
集
す
る「
移
住
定
住

促
進
枠
」を
新
た
に
設
け
、
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
５
人
の
募
集
枠
に
対
し
て
、
予

想
を
は
る
か
に
超
え
、
な
ん
と
127
人

の
応
募
が
あ
り
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ふ
る
さ
と
下

関
に
帰
り
た
い
！　
下
関
市
に
魅
力

を
感
じ
住
ん
で
み
た
い
！　
と
い
う

方
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
！

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
６
人
程

度
の
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

　
全
国
の
地
方
都
市
で
は
都
会
へ
の

若
者
の
流
出
が
多
く
人
口
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
下
関
市
も
同
じ

で
す
。
都
会
へ
の
憧
れ
や
、
地
元
に

は
仕
事
が
無
い
と
い
う
こ
と
が
理
由

で
す
が
、
そ
の
一
方
で
地
元
の
中
小

企
業
や
大
手
企
業
の
下
関
工
場
な
ど

か
ら
は｢

募
集
を
し
て
も
人
が
足
り
な

い
、
集
ま
ら
な
い
」と
い
っ
た
声
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
行
政
と
し
て
は
、

自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
採
用
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
が
、
こ
の
情
報
と
認

識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
改
善
し
て
い

く
か
、
仕
事
に
就
き
た
い
人
た
ち
に

ど
う
情
報
を
届
け
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を

強
化
す
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。 

会
に
出
て
い
る
方
に
は
、

家
族
、
ふ
る
さ
と
を
思
い

心
配
し
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ

れ
ば
下
関
に
帰
り
た
い
！　
と
思
っ

て
い
る
方
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
そ
ろ
そ
ろ
下
関
に
帰
って
来
ん
か
ね
？
」

　
私
は
、
一
緒
に
下
関
市
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
職
員
を
募
集
し
、
下
関

市
へ
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
方
を
応
援

し
ま
す
！

こ

都

帰
っ
て
来
ん
か
ね

　
　
ふ
る
さ
と
下
関
に

July

移住定住促進枠新規採用職員と一緒に

算数大作戦の講義ごみ箱作成の様子

にじいろカレンダー

　
山
の
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

平
成
28
年
6
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
は
、
山
の
田
中
学
校
区
の

4
地
区（
山
の
田
・
大
学
町
・
幡
生
・
武

久
）の
自
治
連
合
会
が
中
心
と
な
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
の
田
地
区
に
は
、
山
陽
本
線
と
山

陰
本
線
の
分
岐
点
と
な
る
幡
生
駅
が
あ

り
、
武
久
海
岸
沿
い
に
は
国
道
191
号
線

が
整
備
さ
れ
、
交
通
の
利
便
性
が
高
い

の
が
特
徴
で
す
。
当
地
区
内
に
あ
る
生

野
神
社
に
は
、
旧
市
内
唯
一
の
前
方
後

円
墳
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
神
功
皇
后

や
豊
臣
秀
吉
に
ま
つ
わ
る
逸
話
も
残
る

歴
史
の
深
い
ま
ち
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
唯
一
の
公
立
大
学
が
あ

り
ま
す
。
夏
休
み
に
は
大
学
生
の
指
導

で｢

算
数
大
作
戦｣

を
行
い
、
小
学
５
年

生
に｢

心
に
響
く

算
数｣

の
学
習
を

体
験
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

若
者
た
ち
を
中

心
に
、
地
域
の

人
た
ち
も
積
極

的
に
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

｢

住
み
良
い
ま
ち｣｢

安
全
・
安
心
な
ま

ち｣｢

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
ま
ち｣

の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
総
務
部
会

　
広
報
紙｢

四
つ
葉
の
た
よ
り｣

を
年
４

回
発
行
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
・
更
新
、
会
組
織
の
全
体
調
整
な
ど
。

★
環
境
部
会

　
小
・
中
学
生
と
住
民
が
一
斉
に
清
掃

す
る｢

ク
リ
ー
ン

大
作
戦｣

の
ほ
か
、

ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
改
善
の
た

め
、
鳥
獣
被
害

防
止
ご
み
箱
の

作
成
を
指
導
し
、
34
カ
所
に
設
置
。

★
安
全
・
安
心
部
会

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
向
け
、
避

難
場
所
や
避
難
経
路
の
検
討
と
確
認
作

業
を
全
地
区
で
実
施
。
防
犯
講
習
会
、

悪
質
詐
欺
被
害
防
止
講
習
会
開
催
の
継

続
や
、
幡
生
駅
周
辺
駐
輪
場
の
点
検
と

注
意
喚
起
な
ど
安
全
・
安
心
の
輪
を
広

げ
て
い
る
。

★
健
康
福
祉
部
会

　
認
知
症
対
策
講
座
、
高
齢
者
へ
の
声

掛
け
模
擬
訓
練
を
実
施
。
各
種
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
。

★
青
少
年
育
成
部
会

　

｢

地
域
連
携
の
か
け
は
し
に｣

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
小
・
中
・
大
学
の
行
事
を
掲

載
し
た｢

に
じ
い
ろ

ネ
ッ
ト
行
事
予
定

カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
作

成
し
、
配
布
地
区

の
情
報
を
周
知
、

各
家
庭
に
呼
び
掛

け
門
灯
を
点
灯
し
て
も
ら
う
自
主
防
犯

活
動｢

キ
ラ
キ
ラ
運
動｣

や
、
多
世
代
ふ

れ
あ
い
交
流
な
ど
積
極
的
な
地
区
内
交

流
を
推
進
。

★
産
業
・
文
化
部
会

　
郷
土
愛
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
る
た
め
、
地
区
内
の
歴
史
を
深
く
知

る
講
座
を
開
催
。
地
元
企
業
の
見
学
会

を
行
い
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一

緒
に
取
り
組
む
計
画
。

住
民
主
体
に
よ
る

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

６
部
会
の
部
会
活
動

【
協
議
会
情
報
】
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